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第2回東日本区役員会が開催されました。
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11月8日、日本YMCA同盟JRM会議室において、第2回東日本区役員会が、議決権保持者16名中15名、役員会構成メンバー計27名の出席を得て開かれました。
今期が始まって3分の1が経過しましたので、今回の役員会では田中理事が重視しているPDCA（Plan, Do, Check, Action）の観点から、これまでの活動を振り返り、これまでできなかったことに今後いかに取り組んでいくかということに重点を置いた報告が各部長、事業主任、委員長、専任委員からなされました。
議案審議では、2013-14年度東日本区決算報告および監査報告、第17回東日本区大会決算報告が行われ、東日本区大会の余剰金は東日本区の経常会計に寄付されることについても提案告され、全会一致で承認されました。
また、繰越金の確定、会員数や為替レートの変動に鑑みた今年度の修正予算案、2015~2016年度の東日本区役員案が提案され、これらについても全会一致で承認されました。
各事業、各部において活発な活動が行われているため、活動報告に長く時間が割かれましたが、午前10時半から午後4時45分まで、と予定内で議事が終了しました。皆様の議事進行へのご協力に感謝いたします。
長い1日の最後には恒例の懇親会が開催され、各テーブルにおいて和やかな会話が交わされていましたが、途中からは、恒例により、村杉JEF運営委員長の音頭によって各テーブルでの話題を披露することになりました。ワイズの未来について語るテーブル、某部長の冒険譚を聞いていたテーブル等様々な話題があったことが分かり、色々な方と語り合えるワイズの良さを再度実感したひとときとなりました。
今期もようやく3分の1が経過しました。これからもより一層活動を充実させていくべく役員一同努力して参りますので、皆様方におかれましてもご協力のほど、どうかよろしくお願い致します。

なお、詳細な議事録は東日本区事務所にご照会ください。

（書記　大槻展子）


次期東日本区の役員体制

第2回東日本区役員会において、2015-2016年度の東日本区役員として、以下の皆さんが承認されました。正式には2015年6月の代議員会での承認事項ですが、皆さん、次期に向けての準備を着々と進められています。
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定款見直しワーキングチーム発足

昨年度の第3回東日本区役員会で東日本区定款（1997年制定、2003年改定）について見直すことが決定され、第4回東日本区役員会では「東日本区定款見直しワーキングチーム」の設置が決定いたしました。この度、このワーキングチームが発足し、11月25日（火）にその第1回会合が開催されました。ワーキングチームでは、これまでの文献・組織検討委員会での検討内容を参考にしつつ、さらに研究を深め、時代に合った改定案の「たたき台」を、今年度末を目途に作成し、後続の、より多くの方々に参画していただいての改定作業に繋げます。ワーキングチームのメンバーは以下のとおりです。 

リーダー：小倉　恵一　　メンバー：伊藤幾夫（東京コスモス）、小山憲彦（東京サンライズ）、清水弘一（仙台青葉城）、辻　剛（横浜つづき）、吉田明弘（東京西）　　オブザーバー：田中博之（東京）、利根川恵子（川越）、渡辺　隆（甲府）　　　敬称略


国際役員選挙の投票をお願いいたします。

各クラブ会長宛に、今年度の国際役員（次々期国際会長、次期国際会計、次々期アジア地域選出国際議員（アジア地域会長）の投票用紙、投票用紙記入要領、候補者プロフィール（英文及び日本文）、郵送用封筒を別便にて送付いたしました。必ず期日（1月30日必着）までにスイス・ジュネーブの国際本部宛に各クラブ会長から個別に、直接に返送してください。

各クラブ会長は、投票用紙の送付が完了したら各部長にその旨報告いただき、各部長は部内全クラブが期限内に投票するようフォローをよろしくお願いいたします。


後期半年報の準備をお願いいたします。
後期半年報の締め切りは、各クラブ会長から部長宛（今回から東日本区事務所にも写しをお願いいたします。）が1月10日（土）で、各部長から涌澤会員増強事業主任宛が1月15日（木）です。どうぞよろしくお願いいたします。
· ７月1日から12月31日までの入退会者の異動を反映したものが後期半年報で、1月1日付以降の入退会者は来年度7月の前期半年報の対象です。
· 休会者は退会者と同じ扱いで、メンバー数に含みません。

· 担当主事の交代も入退会者に含んでください。



地域奉仕事業主任から
【地域奉仕事業アンケートへのご協力のお願い】
8月から10月にかけて東日本区の各部において部会が行われました。私は、北海道部、北東部には残念ながら参加できませんでしたが、湘南・沖縄部、関東東部、東新部、あずさ部、富士山部の部会に出席しました。部会の中ではそれぞれにクラブの活動の紹介が行われていましたが、私の知らなかった地域奉仕活動もなされていました。私が所属する川越クラブは関東東部に属していますので、部評議会などを通じて関東東部内のクラブの活動については知っていましたが、関東東部以外のクラブの活動についてはほとんど知りませんでした。もちろんブリテンを通して活動を知ることはできますが、残念ながら現状では、東日本区内の全クラブがブリテンを定期的に発行しているわけではありません。今回、部会に参加して、さまざまなクラブの活動報告を聞くことができたのは大変に有意義なものでしたし、また、多くの方々と交流し、話が聞けたことも大変に素晴らしかったです。

さて、地域奉仕事業アンケートを実施させていただきます。これは毎年、行っていますが、特に今年は皆さんの活動を紹介していくことに力を入れていきます。過去に行った地域奉仕事業アンケートは活動紹介というよりも、地域奉仕事業委員会の資料として、また、東日本区大会の表彰対象の選考のためという要素が強かったと思われます。もちろん、今回のアンケートもその要素がありますが、今年度は他のクラブがどのような地域奉仕事業を行っているのか、また、地域奉仕事業の苦労などを皆さんに紹介していくことを、より強く行っていきたいと考えています。
多くのクラブにおいて地域奉仕事業についてのご苦労があると思います。人、お金が集まらない、場所がない、その地域に根差した適切な事業が見つからないなど、その苦労や問題はさまざまです。このアンケートの結果をみなさんに紹介していくことによって、皆さんの地域奉仕事業のヒントになればと思います。アンケートの締め切りは3月15日としますが、できるだけ早く出していただけるとありがたいです。どうぞよろしくお願いいたします。提出先は各部の地域奉仕事業主査にお願いいたします。



EMC事業通信
【EMC-MCへの思い】
先日甲府クラブ平原貞美さんからお手紙（激励文）をいただきました。63年のワイズ歴を持ち、東日本区EMC委員等も歴任された平原氏は、これまで多くのクラブをチャーターするなど、EMC活動にご尽力いただいておられます。激励文にはEMCの重要性はもちろん、会員増強には各部長、EMC事業主査、会長、クラブEMC担当者が重要で、いかにやる気を起こして活動できるようにするか、クラブ拡張では東日本区内の都市名をあげ、スポンサーを募集するなど、EMCに対する平原さんの斬新な考えを教えていただきました。激励文の他にも、甲府クラブ会員増強マニュアルや、甲府クラブワイワイニュースなどを同封していただき、これからの活動して行く上で大いに参考にさせて頂きたいと思います。いかに平原さんがEMCに情熱を注ぎ取り組んで来たか、そのひとつの表れとして、2009年1月に東京YMCA東陽町センターにて開催された「東日本区チャレンジ2000決起大会」での講演の骨子をまとめたものを次ページにご紹介いたします。ぜひご参考としてください。
今期、まもなく半年が経とうとしておりますが、幸いにも会員数減少に歯止めがかかり、現時点では純増に転じてきています。いかにして退会者を減らすかが後期の課題になってくると思います。各クラブから会員異動報告書が私の手元に届きますが、新入会員の獲得時は、周りから大いに「○月は○人○○クラブに入会するからね」と朗報が入ってきます。ところが、やはり退会者もいて、その事情はいろいろで、体調不良、高齢によるもの、事業の廃業、経済的な理由、若いメンバーなどは親の介護で辞めざるを得ないなど、仕方のない理由も多くあります。ここ最近は、比較的多く休会者も存在し、休会者の復帰への啓発活動にも力を入れて行きたいと考えています。また、退会者の中には、理由等から“復帰可能性あり”のメンバーも存在します。リピーター対策も今後必要になってくるのではないでしょうか。

これまで会員増強事業主任を務めていて、田中理事はじめ各部長、クラブが一丸となり会員増強活動に取り組まれていること、また、事業主査、委員の働きにも大変助けられていることを非常に喜ばしく感じています。しかし、ワイズメンズクラブの第一の目的は、CS、YMCAサービスなどの奉仕活動を行うことであり、会員増強はそれを支える活動であります。メンバーが多く集まってくるクラブを見ていると、クラブ活動の充実と一人ひとりの役割に重点を置き、魅力的なクラブを作った上で、賛同してくれるメンバーを集めているように感じました。クラブの魅力とその活動が会員獲得のツールとして機能し、もちろん会員増強の努力は怠らず、クラブ内に独自の会員増強マニュアルや、会員増強委員会なども存在し他の事業同様にEMC活動を行っていることもブリテンなどから伺えます。よく「会員数の多いクラブを参考に会員獲得してみては？」という話も出て来ますが、そのようなクラブの内容を見ると、これまでの積み重ねが魅力的なクラブを作り、安定した会員の確保に繋がっているように感じました。しかし人数が少なくても魅力的なクラブは多く存在します。そのようなクラブを対外的にアピールし、その魅力と情報を発信できるようなツール作りも考えて行きます。
さて、12月はEMC-MCの月ですが、ハンドブック&ロースター65ページのワイズ用語に『MCは会員増強と維持啓発(新会員獲得と会員意識の高揚)の意。ワイズメン運動の拡大強化を図る。絶えざる課題として努力を続ける必要がある』と記載されています。用語集の中に《会員増強の課題を設け努力する必要がある》のような記載(表現)があるのは、EMCの欄だけで、EMCに対する思いがこんなところにも感じ取ることができます。今月はその“絶えざる課題”の意味を理解し、どのように努力して行くかを皆さんで考えてみてはいかがでしょうか。
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国際・交流事業ニュース

【関東東部からYES基金に寄付！】
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11月8日に開催された第2回東日本区役員会で、関東東部・金丸光雄部長から、13,000円がYES基金に寄付されました。これは、第18回関東東部部会後の懇親会残高をご寄附いただいたものです。関東東部のみなさま、ありがとうございました。
ご存知のように、今年度から新クラブ設立にご尽力いただいたクラブに、YES基金から支援金を支給することになり、会員増強事業の一端も担うこととなりました。今後、クリスマス、新年、イースター等集まる機会が増えると思います。どうぞ、YES基金をお覚えいただき、献金をよろしくお願いいたします。

【国際IBC事業主任V. J. クマールさん来日】
[image: image12.jpg]


インド・ハイデラバードクラブのメンバーで、元国際議員、現国際IBC事業主任のＶ．Ｊ．クマールさんが、11月14日から21日にかけて、他の4名のクラブメンバーとともに、IBCである沼津クラブを訪問して友好を深めました(写真) 。その後、川越クラブ、東京江東クラブも訪問し、西日本区の彦根クラブとは50年、沼津クラブとは10年のIBCで交流している実績を話し、IBCの素晴らしさを伝えました。
今回の来日は、彦根クラブとのIBC50周年記念行事に参加するためで、このように長期にわたり、相互訪問や文化・芸術交流を行うアクティブなIBC関係を継続できたのは、リーダーとなる人材が両クラブにいたからとの、ハイデラバードクラブメンバーの説明がありました。もちろんリーダーは必要かもしれませんが、そのリーダーを支える周囲の人々の理解や協力があってのことでしょう。今後IBC提携を考えるクラブにとっては、たいへん参考になる事例かと思います。


ユース事業通信
ユース事業主任　衣笠輝夫

【第28回ユースボランティア・リーダーズフォーラム日程決定】

2015年に開催されるユースボランティア・リーダーズフォーラムの日程および会場が以下のとおり決定いたしました。
· 2015年9月11日（金）～13日（日）　於：東京YMCA山中湖センター

【2015年アジア地域ユースコンボケーションのご案内と登録要領】
日時：2015年7月29日（水）～8月2日（日）　於：京都・あうる京北
ユース対象者：2015年7月28日現在で満15歳～30歳のユース

募集人数：定員100名（内訳：海外50名、西日本区30名、東日本区20名）
登録費：27,000円

登録開始と締め切り：2015年1月1日（木）～5月31日（日）

各クラブからの推薦者を東日本区ユース事業員会で選考して、取りまとめます。応募・クラブ推薦要領は、12月中にご連絡いたします。

【プルタブ収集活動による車イス贈呈先の募集】
12月中にプルタブ収集量が700kgに達する見込みです。12月開催予定のユース事業委員会で確定後、車イス１台の贈呈先の募集を2015年1月から行います。


東日本大震災支援対策本部から
東日本大震災支援対策本部長／理事　田中博之
各クラブで継続して被災者支援、復興支援に取り組まれていることに敬意を表します。各クラブ等から寄せられました最近の支援活動をご紹介いたします。 

【所沢クラブの取り組み】
所沢クラブ書記 大澤和子
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東日本大震災からはや3年8カ月が過ぎました。私たち所沢クラブでは、震災以来、毎月準備例会や、本例会の前に有志が集まって、募金活動を行ってきました。小手指西友前、小手指駅前、川越駅前、最近は所沢駅前に落ち着きました。

当初は、1万円札を入れてくださる方もいらっしゃいましたのに、最近では、お金を稼いでいるはずの青年や中高年の方よりも、小学生や中学生、高校生などの若い方々や、高齢者の方々が、募金をしてくださいます。10円玉とか、1円玉でも、その心が嬉しいです。

「被災地から来ました。息子のところに行こうと思って今駅に着いたところです。ありがとうございます。忘れられていないことがわかって嬉しいです。」

「YMCAの専門学校に通っています。少ないですけど。」

などと、声をかけてくださる方々に励まされます。

YMCAフェスティバルや、チャリティーランの時も募金を呼びかけています。11月3日の埼玉YMCAチャリティーランでは、埼玉3クラブで、アピールしました。

また、先日は、「2014被災地小学生サッカー交流＆ユースリーダーズアクト」へも些少ながら献金をさせていただきました。

被災地の方々が少しでもお元気になれますようにと祈りつつ、今後も所沢クラブは、被災地の皆さんの小さなお役にたちたいと願っています。

【信越妙高クラブ：第７回東日本大震災復興支援ワークの報告】
信越妙高クラブ会長　福澤系司
今回の復興支援ワークは10月28日～31日の4日間の日程で、妙高地域から会員・メネット2名&会友2名、埼玉・東京から会員2名の計6名が参加しました。
28日は、往路→東京YMCA石巻ボランティアセンターで降りて、29日、30日は、海岸線の工業地帯から少し内陸の住宅地内・築山地区の住宅が流された跡地を利用したコミュニティー広場の花壇および畑の整備、30日[image: image14.jpg]


は南境地区仮設住宅でYMCAイベントのチラシ配りを行い帰路につきました。
また、29日は前回お世話になった仮設在住の西村さんとの夕食会、31日は帰路仙台YMCAを訪ね昼食会&施設見学、いずれの方々も先日のチャリティーコンサートに遠路参加していただいた方で、コンサートの話・被災直後の話・今後の復興支援のあり方等を話題に有意義な時を過ごす事が出来ました。
報道などで、色々な云い方をされていますが、この3年間、半年毎に訪れては見聞きしてきたのは、明らかな二極化です。中心市街地は、被災地とは思えない程復旧が進んだ一方で、海岸線は、瓦礫が片付けられただけで、盛り土計画の青写真のみ、建築が禁止され、さりとて代替え地もなく仮設住宅の不便な生活を強いられています。
我々の支援など、盛り土計画の一握の砂でしかない！と考えながらも「忘れてないよ」の思いを伝えるのみです。
【2014被災地小学生サッカー交流＆ユースリーダーズアクト開催】
北東部部長　大久保知宏
11月22日・23日の両日、宮城県仙台市の東北学院大学泉キャンパスを会場として、昨年に引き続き、被災地小学生サッカー交流＆ユースリーダーズアクトが宮城県内で東日本大震災の大津波の被害を受けた被災地の子どもたちの笑顔のために開催されました。開催に当たっては、会場をご提供いただいた東北学院大学、ワイズ東日本区、北東部10クラブ、国際ロータリークラブ第2770地区ローターアクトのご協力をいただき、ワイズ・ペンタゴンDBC（東京西、京都ウエスト、大阪西、神戸西、熊本にし）、京都プリンス、横浜つづき、所沢、東京むかでの各ワイズメンズクラブ、有限会社快のご協賛をいただきました。この場をお借りして厚く御礼申し上げます。
会場には被災地の小学生62名、盛岡、栃木、宮城の北東部のワイズメンズクラブが支援する各YMCAからユースリーダー8名、所沢ワイズメンズクラブのご紹介で埼玉県から参加した国際ロータリークラブ第2770地区ローターアクトのユースボランティア13名、ワイズメンズクラブメンバー27名、ジュニアユースサッカーボランティア11名、ボランティア3名、仙台YMCAスタッフ5名に参加者の保護者を加えて、総勢150名ほどが集まりました。
この事業には3つの目的があると考えています。第1の目的は東日本大震災で被災した地域の小学生が、サッカーを通して力強く成長することを支援していくことです。その支援のために仙台YMCAと仙台市内にある3つのワイズメンズクラブが中心となって、群馬県から岩手県またがる地域のYMCAのユースとワイズメンズクラブが結集してサポーターとして活動していきます。第2の目的は、震災の被災を乗り越え力強く成長する子どもたちの姿を、宮城県、岩手県、栃木県、群馬県のそれぞれのYMCAから集まったユースボランティアリーダーが同じ活動アクトを通じ、見て、共感することでリーダーが成長していくことです。第3の目的は、この活動に協力いただいたワイズのメンバーが改めて力を得て東日本大震災の復興支援を継続していくことです。
22日午後、小学生たちはサッカー交流を、ユースリーダーたちは交流研修会から始まりました。交流研修会では、被災地の小学生を指導している指導者4名から「大津波～子どもたちの生活」と題して、講話をいただきました。講話では、避難所、仮設住宅で生活する子どもたちが大人の目を気にしながらの生活を強いられていて、のびのびとサッカーを楽しむ環境が戻ってほしいとの心情が表れたものとなりました。口々にこうした招待サッカーの継続を望まれました。交流研修会の第2部では、ユースリーダー、ワイズメンがグループを作り、「自分たちで考える防災・力」をテーマとしたワークショップを行いました。地域でのコミュニケーションの充実がそれぞれのグループで共通して挙げられたことが印象的でした。ユースとともに考えるワイズの姿はYIAの真の形と思われました。研修会後、小学生、ユースリーダーが顔を合わせる開会式が行われました。チームサポーターも発表され交流が行われました。開会式後、子どもたちはいつもの指導者から離れ、ユースリーダーの指導のもとに初日を過ごしました。
23日、交流サッカー大会も2日目となり、ユースリーダー、ワイズメンもサポーターに加わり、試合も白熱してきます。試合の合間には、北東部のメネットが子どもたちへお菓子や飲み物、フルーツの差し入れがあり、子どもたちの力となったと思います。試合は、ホストチームのYMCAろくねんずが、決勝戦で鹿折（ししおり）フットボールクラブU-12のチームを破り、昨年の雪辱を果たす結果となりました。試合終了後の閉会式では、健闘が称えられ、全員に田中理事から金メダルが授与されました。
2日間の事業を通じて、3つの目的の実現については成果があったものと考えていますが、その後の交流の継続を見守る姿勢が大切と思います。引き続きのご支援とさらに多くの皆さまのご理解をお願いいたします。
（各クラブ、部での支援活動の予定、実施報告をお寄せください。このコーナーでご紹介させていただきます。）

メネットだより
ワイズメネット委員長　加藤真子

【第18回「メネットのつどい」報告】
11月29日（土）、第18回メネットのつどいを宮城県塩竃市「犠牲者を一人も出さなかった島・桂島」で開催いたしました。参加者50名、遠くは甲府から泊りがけで、また東京江東クラブからはコメット3名の参加もありました。大型バスは満席状況で仙台駅を出発。朝から生憎の雨模様でしたが、仙台駅集合の頃には雨もほとんど上がり、桂島では傘の出番はなく過ごすことができました。バス車中では、仙台YMCAの村井総主事より、あの困難な状況の中、真っ先に、全国のワイズ、メネットの仲間から応援物資が届けられてことへの大きな感謝がありました。被災の状況やYMCAのこれまでの働き等の説明を聞きながら塩釜港マリンゲートに到着。

塩釜港からは貸切船に乗船。定期航路とは違って船長さん（桂島出身）の案内付きで浦戸諸島を遊覧しました。この島々が天然の防波堤の役目となり、松島の景観が守られました。甲板ではかもめが追いかけ、波しぶきを受けながら30分の船旅を楽しみ、桂島に上陸です。

桂島は、島人の半数以上が65歳以上という高齢の島で、外海からの大津波と引き波とで、漁港や住宅の多くが壊滅したにもかかわらず、助け合いで全員が助かり、孤立状況の避難生活を乗り切ったという島です。
メネット会は港近くの海苔の倉庫で開催。床にビニールシートを敷き、仙台から運んだ座布団を敷き詰めて着席。田中理事の挨拶をいただきメネット会を開催し、食事が届く間、スピーカーの一人である三浦勝治さんが当時の状況を話して下さいました。軽トラックを駆使し、声を掛け合い、家財道具を持っていこうとした人も無理やり荷台に乗せ、避難場所となった浦戸第二小学校に運び込んだということです。小さな島では当然の事だそうですが、「桂島の住人すべてが、顔見知り」という事で、「最高に絆が強い」という「最高の武器」を持っていたというお話しでした。
食前の感謝の後、楽しみにしていた島の手料理を頂戴しました。仮設住宅の談話室にある2台のガスコンロで、次から次へと作っては軽トラックで運んでいただきながらの昼食です。まだ温かいおにぎりと、牡蠣とふぐの揚げ物、そしてお代わりが続出したその日の朝採れた海苔でないと作れないという「海苔汁」、殻つき牡蠣をその場で剥きながらの蒸しガキをたっぷり楽しみました。

食事の後、NPO法人「まなびのたねネットワーク」代表理事の伊勢みゆきさん（仙台広瀬川クラブ伊勢文夫さんコメット）から、『被災地の子供支援と防災への取り組み』と題して活動の様子を話していただきました。子供と社会を繋ぐコーディネーターの役割を果たしながら、震災を乗り越え子供たちが自分で考え、未来を切り開き幸せな人生を歩んで行ってほしいと、具体的な女川や石巻の小学校での実践や、桂島での防災教育のワークショップについて熱く語っていただきました。若い伊勢みゆきさんですが、子供たちの未来のため全国からの要請で飛び回っていらっしゃいます。活動の支援の一助にと、メネット委員会より、大震災支援として各メネット会から献金いただいている中から10万円をお渡しいたしました。

もう一人のスピーカー三浦勝治さんは、岩手県大船渡市出身ですが、美しい海と空、ゆったりと流れる島時間に魅せられ、ついには住民票を桂島に移し、現在島の活性化に向けてユニークなアイデアを駆使し、奮闘されている島の「頑固おやじ（ニックネーム）」です。島に移住されたいきさつや、島の魅力について語っていただきました。日々更新しているというｆacebook「おやじの晩酌」には毎晩の手料理が載っているということで、大好きだというウイスキーをお渡ししました。

お話しを聞いた後は、それぞれ島の散策へ出発。海まで5分、仮設住宅まで足を運んだ方々もいらしたようです。その日剥いていただいたばかりという「剥き牡蠣」、桂島の「焼き海苔」、宮城県の高校生自らが一から商品開発したという「まるっとせんべい」をお土産に買っていただき、島でのメネット会を終了いたしました。

帰りのバスの中では、今年度のメネット事業計画についてお話しし、ご自慢の歌も飛び出したりした後、最後はメネットのうた「メネットのねがい」を全員で歌いながら仙台駅に到着となりました。

島の滞在は3時間という短い時間でしたが、大勢の皆さんと過ごすことができ、有意義な時となりましたこと、心より御礼申し上げます。皆様が島で感じたことを是非ご家族や周りの人々へ伝えていっていだける機会となれば嬉しく思います。
（今期のメネット献金は12月31日が締め切りです。ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。） 


京都アジア地域大会の登録について
2015年7月31日(金)から8月2日（日）まで京都で開催される第26回アジア地域大会の登録受付が12月1日正午から開始されました。早期登録は3月31日（火）までです。お早目にどうぞ。




2015-2016年度の次々期理事 、監事の推薦を受け付けます。

2015-2016年度の次々期理事（201７-2018年度の理事）および2015-2017年度の監事の推薦をお願いいたします。各クラブ会長宛に、推薦の依頼状および推薦用紙をこの東日本区ニュースに同封して送付いたしました。自クラブのみならず、相応しい方がいれば推薦をよろしくお願いいたします。締め切りは2月末日で、渡辺喜代美さん（直前理事・指名委員会委員長）まで郵送かFAXでお願いいたします。


クラブブリテンについて

· 毎月各クラブからお送りいただくブリテンを拝見するのを大変楽しみにしています。ブリテンはクラブメンバーに対する連絡ツールであり、クラブにとっての貴重な記録であり、クラブ外、特に入会候補者に対するクラブの広報紙、PRツールでもあります。また、ブリテンを通じて東日本区役員や部の役員、仲間のクラブは皆さんの活動ぶりを知ることができ、励まし、励まされ、元気づけ、元気づけられ、あるいはヒントをもらったり、アドバイスを行ったりすることができます。

· しかしながら、今期62クラブ中で13クラブが、ブリテンを発行していないか、あるいは発行していてもクラブ外に送っていない状況にあります。未発行のクラブはぜひ発行いただき（まずは当月の例会プログラムと前月の例会記録だけでも、1ページでも、手書きでも）、クラブ外に送付されていないクラブは、東日本区役員、所属部の部役員・クラブ会長、DBCの相手先等にお送りください。

· 近ごろは「ワイズドットコム」を通じてブリテンを配信されているクラブも多くなってきました。現在、ワイズドットコムには約600名が加入し、東日本区の全てのクラブ会長（または代理）も加入されていて、一斉に、迅速に、コストをかけずにブリテンを送付でき、とても便利なツールです。まだ、ワイズドットコムを利用されていないクラブはぜひ活用をご検討下さい。ワイズドットコムに加入ご希望の方は大久保ITアドバイザーにご連絡ください。
· 但し、ワイズドットコムには送ることのできる文書のサイズに制限（約650K位）があり、制限内に収めるのに苦労されているクラブもあります。そこで、今期の新しい取り組みとして、希望されるクラブは東日本区のウェブサイトに用意する各クラブのブリテンの格納場所を利用できるようにします。これによりサイズの心配がなくなり、また、過去のブリテンを記録として保管することもできます。ご希望のクラブはITアドバイザーにブリテンを送っていただければ速やかに格納いたしますので、格納を確認したのち、発行案内（リンクの連絡）をワイズドットコムで行ってください。詳しくはITアドバイザーにご照会ください。
（理事　田中博之）



12月、1月の予定

12月1日（月）
世界エイズデー

12月8日（月）
「祈りの輪」の日

1月10日（土）
在京ワイズ合同新年会（桜美林大学多摩アカデミーヒルズ）

1月10日（土）
半年報提出締め切り（クラブ会長→部長、東日本区事務所）

1月15日（木）
半年報提出締め切り（部長→会員増強事業主任）

1月17日（土）
湘南・沖縄部/横浜YMCA合同新年会 





どうぞよろしく　―新入会員のご紹介―
新入会員の皆さんの内、プロフィールと写真をお送りいただいた方々のご紹介です。
髙松成士さん（仙台）

仙台YMCAに入職して28年、以前、担当主事としてお世話になりました仙台クラブに入会させていただきました。ワイズメンとしては初心者ですが、皆様のご指導を宜しくお願い致します。

井出幸枝さん（茨城）

宮田ワイズからの「学生さん達のサポートをする会を手伝って欲しい。」との要請に軽い気持ちで入会いたしました。そして10月例会にて、盛大な入会式が執り行われ、責任の重さを痛感し、大変な会に入会してしまったと思いました。と同時にワイズが何たる会であるかも知らぬままに引き受けた自分の軽々しさに恥じ入るばかりでした。しかし入会させてもらった以上、覚悟して神様から頂いた賜物を用いて奉仕をしたい思いに変えられたのです。入会式に頂いた『ワイズ読本』の中の『100人に聞いたワイズ入会の動機』を興味深く呼んで多くの方が、良く解らないまま入会した事を知りました。そして奉仕していく内に「入会して良かった。」と皆が、異口同音に喜びを語っています。私は、大いに励まされ、喜んでワイズの活動の輪（和）に参加させて頂きたいと思っております。（10月3日入会） 
土谷明男さん（茨城）
この五年間、上海にて日本語教師通して中国の若者と向き合ってきました。彼らのバイタリティーは日本の若者も学ばなくてはいけません。「ワイズメンズクラブはYMCAの若者の応援団だよ。」この言葉が僕の入会のきっかけの言葉です。日本の若者は、これからの日本を創るエネルギーです。ワイズの諸先輩方とともに微力ながらワイズメンズクラブを大いに盛り上げたいと思います。よろしくお願いいたします。（10月3日入会） 

石井俊二さん（東京世田谷）

仕事をリタイアして日々怠惰な生活をしていましたが、ワイズメンクラブの存在を知り、この度入会しました。長く海外畑の仕事をしてきましたので、この経験を生かしワイズメンクラブの理念と目的を理解し社会に貢献して行きたいと思います。この活動が私にとって第二のライフワークになれば大きな喜びです。（11月21日入会）


東日本区事務所は12月27日（土）から1月7日（水）まで休業いたします。緊急のご連絡はロースターに掲載されている田中理事の携帯までお願いいたします。
東日本区ニュース


（理事通信）
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東日本区理事メッセージ                主題：　「誇りと喜びを持って」








12月8日は「祈りの輪」の日です。ワイズメンズクラブの創始者であるポール・W・アレキサンダーの誕生日に因んで、世界中のワイズメンが、それぞれの国の午後8時に共に祈る時です。祈りは、ワイズが存在する国では南西太平洋のソロモン諸島に始まり、その後、日本はオーストラリアから引き継いで、台湾、香港、シンガポールなどに繋ぎます。


祈りは、キリスト教の祈りに限りません。どうかこの時に、世界の平和、虐げられている人たちのこと、東日本大震災を始めとする災害の被災者のこと、ワイズとYMCAの将来のことなどを思うひとときを持ってください。また、私たちが世界67か国、3万名の仲間と結ばれているということも実感していただければ幸いです。


12月は多くのクラブでクリスマス例会を開催されることでしょう。多くのユース、入会候補者も招かれて、賑やかで、楽しく、豊かな例会となりますように。


（理事　田中博之）

















　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（理事：田中博之)


















































EMC・甲府クラブの戦略─たくましいクラブ作りとは─


2009.1.24


現在の社会情勢とワイズの存在は無縁ではない


・生活の多様化、少子高齢化、経済危機による不況等は、国際奉仕団体(ロータリー・ライオンズ・ソロプチミスト・JC 等)に、会員減少の大きな影響を与えている。


・今や、会員獲得競争にまで発展する厳しい現状を認識する必要がある。


ワイズのEMC は戦略なくして方策なし


・ワイズの知恵を結集し、発想の転換を図り新たな切り口を考える。


まず、しなければならないこと


・一人一人がクラブの現状を検証し、これでよいのか考える。


・ワイズの素晴らしさを多くの人に呼び掛ける決意を。


EMC はクラブの総合力で立ち向うべし


・会長が数値目標を示し、強力なリーダーシップで連帯感を。


・EMC委員が実動部隊の牽引者となり意欲を盛り上げる。


戦略的手法の立案


・時代・地域環境が異なるクラブの立地条件は千差万別、だからこそ戦略が必要となる。


戦略的手法の手順


1）クラブの立地基盤とは


・一部の大都市型クラブを除いてほとんどのクラブは地方型である。


・地域奉仕の地道な実践で地域に貢献し、認知されること。


・これはYMCA をサポートする上でも必要である。


2）地域のマーケティングを実施


・人口やその構成比


・地域の特性(住宅地・商業地等)


・青少年や福祉に関する行政の施策 


・他の奉仕団体の実態


・地元メディアの影響力等々の調査分析


3）名簿づくりの準備


・市場調査の分析を会員に説明し候補者名簿の作成の準備に入る。


・全会員に所定の用紙に候補者を人員制限なしに推薦してもらう。


・その場合、直接関係のない人材でもよい。(○○商店の主人・△△会社の社長の息子・□□医院の先生等々)


・思いつくまま、目につくまま→これが大切


4）望ましい会員構成


・東日本区定款第3 条第4 項 「クラブの会員構成は、同一業種に偏らず、できる限り多くの職業分野にわたるように努めるものとする」


・色んな業態・業種の中から豊富な経験、高い識見、広い人脈を備えた人材を見出すことは、会員の資質を高め、価値ある地域活動の原動力になる。


5）YMCA との関わりに目を向けてみよう


・YMCA の元会員(数十年前の幼児・少年グループ等)には地域で活躍している人も多い。


・YMCA の資料を調べ呼び掛けよう。


6）名簿の作成と公開


・氏名・職業(業種)・住所を記載した一覧表を作成し、会員に公開する。


・この中に少しでも関係する候補者がいたら、その会員名を書いてもらい回収する。


・候補者のランク付けを行なう(会員の関係が複数ある・クラブにとってぜひ必要な人)


・一覧表はメネットにも見せて欲しい。意外な関係が発見できる。


7）名簿ができたら行動計画に移る. 


・候補者の訪問を始める。その際、関係する会員の他複数(EMC 委員等)の会員で行く。


・その場に家族、特に夫人がいたら同席してもらう。


・EMC キット(ワイズ勧誘のしおり・クラブやYMCA のパンフ・ブリテン等)を持参


8）例会への誘い


・1～2 回の訪問で感触がわかる。どんな美辞麗句を並べても、兎も角例会へ誘い出す。


・会長名で例会への招待状を出す。(例:「あなたは我がクラブにとってぜひ必要な方です…」)


EMC は永遠の課題であり義務である


・会員増強を怠ったクラブは衰退する。


・根気と粘り、執念ともいえる情熱


・答えは、Yes，We can!


東日本区EMC 事業委員 平原貞美(甲府クラブ)





有用な人材を探し出すためにも活動拠点となる地域のことを知ることが必要
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